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ア調査結果 

(ｱ) 転出後の居住区（問 1） 

・ 転出後の居住区は、「札幌市内」が 42.3%ともっとも多く、次点が「札幌市をのぞ

く北海道内の市町村」が33.3%となっており、道内が 75.6%を占めている。 

(ｲ) 転出前の居住区（問 2） 

・ 転居前の苫小牧市での居住区は、「中央エリア」が 39.6%ともっとも多く、「東部

エリア」 (32.4%)、「西部エリア」(26.1%)が続いている。 

(ｳ) 苫小牧市内での居住年数（問 3） 

・ 転居前の苫小牧市での居住年数は、「3年未満」が32.4%と多い一方、「20年以上」

も 22.5%と多くなっている。 

札幌市内
42.3%

札幌市をのぞく、北海

道内の市町村
33.3%

東京都・埼玉県・千葉

県・神奈川県の市区町

村
13.5%

その他
9.0%

不明/無効回答
1.8%

問1 転出後の居住地

対象：転出者全体(N=111)

西部エリア
26.1%

中央エリア
39.6%

東部エリア
32.4%

不明/無効回答
1.8%

問2 転出前の居住地

対象：転出者全体(N=111)

②転出者 
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(ｴ) 転出したきっかけ（問4） 

・ 苫小牧市から転出したきっかけをみると、「転勤」が 32.8%ともっとも多く、「就

職・転職」が 29.4%となっており、仕事関係が主要な要因となっている。 

３年未満
32.4%

３～５年
15.3%

６～９年
7.2%

10～14年
10.8%

15～19年
9.0%

20年以上
22.5%

不明/無効回答
2.7%

問3 苫小牧市内での居住年数

対象：転出者全体(N=111)

32.8%

29.4%

10.1%

5.0%

4.2%

4.2%

3.4%

1.7%

0.8%

5.0%

1.7%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

転勤

就職・転職

親や子ども､孫との同居・近居

結婚

進学

定年退職・早期退職

子育て

親族の介護

妊娠・出産

その他

特にきっかけはない

不明/無効回答

問4 苫小牧市から転出をしたきっかけ(複数回答)

対象：転出者全体(N=111)
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・ また転出したきっかけを男女別に見ると、男性は「転勤」や「就職・転職」など

就業に関する理由が多い一方、女性は「親や子ども、孫との同居・近居」や「結

婚」など、家族・親族との生活に関する理由が多い。

(ｵ) 転出先を選んだ際に重視した条件（問 5） 

・ 転出先を選んだ際にもっとも重視した条件をきくと、「仕事」(34.2%)との回答が

圧倒的に多く、その他の選択肢は 10%に満たない。

45.1%

37.3%

5.9%

2.0%

5.9%

5.9%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

26.8%

28.6%

14.3%

8.9%

3.6%

3.6%

5.4%

3.6%

1.8%

8.9%

3.6%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

転勤

就職・転職

親や子ども､孫との同居・近居

結婚

進学

定年退職・早期退職

子育て

親族の介護

妊娠・出産

その他

特にきっかけはない

不明/無効回答

問4
苫小牧市から転出したきっかけ(複数回答、男女別)

男(n=51)
女(n=56)

対象:転出者全体
(N=111)

※性別が不明/無効回答の回答者は除く

仕事
34.2%

交通の利便性
8.1%

人間関係（地縁）
6.3%

生活コスト（物価、光熱

費、住居費など）
5.4%

買い物の利便性
3.6%

子育てのしやすさ
2.7%

医療、福祉施設の充実
1.8%

その他
18.0%

特にない
11.7%

不明/無効
回答
7.2%

問5 転出先を選んだ際に重視した条件

対象：転出者全体(N=111)
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(ｶ) 苫小牧市の住みやすさ及びその理由 

① 苫小牧市の住みやすさ（問 6） 

・ 苫小牧市は「住みやすい」と回答した者は 30.6%であり、「どちらかというと住み

やすい」と回答した者 47.7%を加えると、78.3%の転出者が「住みやすい」と回答

している。 

・ 一方、「住みにくい」と回答した者は 4.5%、「どちらかといえば住みにくい」と回

答した者を加えると 19.8%となる。 

② 住みやすさの理由（問 6-1） 

・ 苫小牧市は住みやすいと回答した者に、住みやすい理由をきくと、「積雪量が少な

い」(22.9%)との回答と、「夏涼しい」(13.7%)との回答が多くなっている。 

住みやすい
30.6%

どちらかといえば住み

やすい
47.7%

どちらかといえば住み

にくい
15.3%

住みにくい
4.5%

不明/無効回答
1.8%

問6 「苫小牧市」が住みやすいまちか

対象：転出者全体(N=111)

22.9%

13.7%

7.0%
6.6%

6.6%

5.7%

5.3%

4.8%

4.4%

4.4%

3.1%

3.1%

2.2%

2.2%

0.9%

0.9%

0.4%

0.0%

0.0%

2.2%

3.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

積雪量が少ない

夏涼しい

日常の買い物がしやすい

水や食べ物がおいしい

友人や知人がいる

勤務地や学校に近い

交通の利便性がよい

病院など医療施設が充実している

自然災害（台風、地震など）が少ない

自然環境が豊かである

暮らしに関する施設が整っている

親戚（親や子ども）の家に近い

住宅の規模や価格など住宅事情がよい

子育て支援が充実している

治安がよい（安全である）

福祉環境が充実している

娯楽に関する施設が整っている

教育環境が整っている

人情が厚い（地域の人間関係がよい）

その他

不明/無効回答

問6-1 「苫小牧市が住みやすい」と感じる理由(複数回答)

対象：苫小牧市が住みやす

いと感じる

転出者(n=87)
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③ 住みにくい理由（問 6-2） 

・ 一方、苫小牧市は住みにくいと回答した者にその理由をきくと、「交通の利便性が

悪い」(17.5%)、「治安がわるい」(12.3%)、「娯楽に関する施設が整っていない」

(12.3%)が多く挙げられた。 

(ｷ) 苫小牧市への再転入意向 

① 苫小牧市への再転入意向 

・ 苫小牧市に将来再度住んでみたいと答えた回答者は「思う」(15.3%)、「どちらか

といえば思う」(24.3%)を合わせ、39.6%となっている。  

・ 一方、再度住んでみたくないと答えた回答者は「どちらかといえば思わない」

(15.3%)、「思わない」(19.8%)を合わせて、35.1%となっている。 

17.5%

12.3%

12.3%

8.8%
7.0%

7.0%

7.0%

5.3%

3.5%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

3.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

交通の利便性がわるい

治安がわるい（安全とはいえない）

娯楽に関する施設が整っていない

日常の買い物がしにくい

暮らしに関する施設が整っていない

病院など医療施設が充実していない

人情が薄い（地域の人間関係がわるい）

夏湿度が高い

住宅の規模や価格など住宅事情がわるい

自然環境がわるい

水や食べ物がおいしくない

勤務地や学校から遠い

子育て支援が充実していない

親戚（親や子ども）の家から遠い

友人や知人がいない

自然災害（台風、地震など）が多い

積雪量が多い

教育環境が整っていない

福祉環境が充実していない

その他

不明/無効回答

問6-2 「苫小牧市が住みにくい」と感じる理由

対象：苫小牧市が住みにく

いと感じる

転出者(n=22)

思う
15.3%

どちらかといえば思う

24.3%

どちらともいえない

23.4%

どちらかといえば思わ

ない
15.3%

思わない
19.8%

不明/無効回答
1.8%

問7 将来、また苫小牧市に住んでみたいか

対象：転出者全体（N=111）
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・ また将来の苫小牧市への居住意向を転出先別に見ると、「札幌市をのぞく、北海道

内の市町村」に転出した人は、また苫小牧に住んでみたいと思う傾向が高い。 

② 再度苫小牧市に住んでみたい理由(問 7-1) 

・ 苫小牧市への再転入を意向する転出者に理由をきくと、「家族・親戚・知人など親

しい人がいるから」(11.3%)、「のんびりとした生活を送れるから」(10.7%)、「気

候が暮らしやすいから」(10.7%)が順に多くなっている。 

③ 苫小牧市に再度住みたい時期(問 7-2) 

・ 苫小牧市に再度住みたい時期をきくと、「定年退職したとき」(19.8%)がもっとも

多く、「親の介護をするとき」(6.2%)が続いている。

15.3%

6.4%

29.7%

6.7%

20.0%

24.3%

17.0%

27.0%

26.7%

50.0%

23.4%

19.1%

18.9%

46.7%

30.0%

15.3%

25.5%

13.5%

19.8%

29.8%

10.8%

20.0%

1.8%

2.1%

合計
(N=111)

札幌市内
(n=47)

札幌市をのぞく、

北海道内の市町村
(n=37)

東京都・埼玉県・

千葉県・神奈川県

の

市区町村
(n=15)

その他
(n=10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問7 将来、また苫小牧市に住んでみたいか

思う どちらかといえば思う どちらともいえない どちらかといえば思わない 思わない 不明/無効回答

対象：転出者全体（N=111）

11.3%
10.7%
10.7%

8.0%
8.0%

5.3%
5.3%
5.3%

4.7%
4.0%
4.0%

3.3%
2.7%
2.7%

2.0%
2.0%

1.3%
1.3%

0.7%
0.7%

0.0%
4.7%

1.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

家族・親戚・知人など親しい人がいるから

のんびりとした生活を送れるから

気候が暮らしやすいから

出身地であるから

食べ物や水、空気がおいしいから

自分に合った生活スタイルを送れるから

生活コストが安いから

人が多すぎないから

仕事と生活のどちらも充実させられるから

子育てがしやすい環境だから

医療、福祉施設が充実しているから

地域住民の人柄が良いから

健康的な生活が送れるから

家を購入しやすいから

趣味を楽しめるから

都会には一生住みたいと思わないから

将来、自分の子どもを自然の多い環境で育てたいから

自分に合った仕事が得られるから

やりたい仕事があるから

家業を継ぐため

特に理由はない

その他

不明/無効回答

問7-1  再度苫小牧市に住んでみたい理由（複数回答）

対象：苫小牧市への再転入

を意向する

転出者(n=44)
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(ｸ) 苫小牧市に永住、あるいは将来戻ってくるために必要なこと（問 8） 

・ 苫小牧市に永住、あるいは将来戻ってくるために必要なこととしては、「働く場の

充実」(15.6%)、「地域内の公共交通の整備」(14.4%)、「買い物の利便性の向上」

(11.8%)が多く挙げられている。 

(ｹ) 将来の本市のイメージ（問 9） 

・ 苫小牧市に永住、あるいは将来戻ってくることを検討するために、充実させるべ

就職・転職するとき
2.5%

結婚するとき

2.5% 子どもができた、増えた

とき

4.9%

子どもが独立したとき
0.0%

親の介護をするとき

6.2%

定年退職したとき

19.8%

わからない
9.9%

その他
6.2%

不明/無効回答
48.1%

問7-2 苫小牧に再度住みたい時期
対象：苫小牧市への再転入

を意向する

転出者(n=44)

15.6%

14.4%

11.8%

9.9%

8.0%

7.6%

7.2%

6.8%

3.4%

3.0%

2.3%

2.3%

1.5%

2.7%

2.7%

0.8%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

働く場の充実

地域内の公共交通の整備

買い物の利便性の向上

趣味や余暇活動の場の充実

まちなみや景観の整備・保全

医療機関の充実（病院や診療所の整備等）

周辺自治体や都市圏への交通網の整備

子育て支援の充実（保育園の整備や教育環境の向上等）

地域に馴染むための仕組みづくり

住居についての情報提供の充実

インターネット等の情報通信環境の充実

病院や買い物など、生活に関わる相談窓口の拡充・増設

お試し定住などの体験機会

特にない

その他

不明/無効回答

問8 苫小牧市に永住、あるいは将来戻ってくるために必要なこと（複数回答）

対象：転出者全体(N=111)
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き職業・職種の雇用としては、「医療、保健、福祉関係」(16.2%)がもっとも多く、

「製造業(工業)関係」(10.8%)が続いている。

16.2%

10.8%

6.3%

6.3%

5.4%

5.4%

4.5%

4.5%

3.6%

2.7%

1.8%

0.9%

0.9%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

9.0%

20.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

医療、保健、福祉関係

製造業（工業）関係

観光関係（レジャー、旅行会社など）

公務員（行政職員）

コンピュータ、情報、通信関係

飲食業関係（調理師、お菓子職人など含む）

スポーツ関係

教員、保育士

商業関係（ものを販売する仕事）

建設業関係（設計、建築、土木など）

農林水産業関係

金融、保険関係

理容、美容関係

文化、芸能関係（作家、俳優、歌手など）

マスコミ関係（新聞、出版、放送など）

交通、運輸関係

自衛隊関係

その他

不明/無効回答

問9 苫小牧市に永住、あるいは将来戻ってくることを検討するために、充実
させるべき職業・職種の雇用（複数回答）

対象：転出者全体(N=111)


